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ベネズエラの最新動向（1 月 16 日～1 月 31 日） 

 

I. 政治・経済 

 

1. 改正為替不正法を制定 

 

 1 月 27 日、ベネズエラ外貨管理委員会（CADIVI）は改正為替不正法の施行を発表。 

 改正為替不正法は 2007 年 12 月に国民議会が承認していたもの。同改正法で注目されるのは、

次の 2 点： 

(1) 中央銀行が関与しない外貨による取引には罰則を課す。 

(2) 並行レートに関わる情報を公表・伝達することを禁止する。 

 同法により、為替手続の複雑化、同取引の遅延、外貨流通の停滞等を懸念する声が高まってい

る。 

 

2. アンデス開発公社が水力発電プロジェクト資金をベネズエラに融資 

 

 1 月 17 日、アンデス開発公社1は、べネズエラのTocoma水力発電プロジェクト向資金として、6 億

ドルを融資したと発表。これは、2004 年 7 月の 3 億ドルに次ぎ、このプロジェクトに向けた 2 度目

の融資である。 

 本プロジェクトの総コストは 30.1 億ドルで、そのうち 30%をアンデス開発公社が融資している。発

電所の建設はすでに始まっており、2014 年に完成する予定。 

 

 

 

II. 外交 

 

1. ALBA銀行を創設 

 

 1 月 26 日、カラカスにてALBA2 (米州ボリバル代替構想)の首脳会議が行われ、加盟国による国

際金融機関、ALBA 銀行の創設が発表された。 

 ALBA 銀行加盟国はボリビア、キューバ、ドミニカ、ニカラグア及びベネズエラの 5 ヶ国で、加盟国

が進める社会・農業・資源開発等の共同プロジェクトに融資を行うことを目的としている。 

 資本金は 10 ～15 億ドルで、主にベネズエラが拠出する予定。銀行の所在地等、詳細は未定。 

 

 

 

                                               
1 アンデス開発公社（CAF）：1970 年 6 月開業。カラカス（ベネズエラ）に本部を置く。開発銀行、投資銀行、商業銀行、及び経

済・金融振興機関の役割を担っている。 

 
2 ALBA (米州ボリバル代替構想)は米国主導の米州自由貿易地域（FTAA）に対抗。中南米独自の統合を目的に、2004 年 12

月、ベネズエラとキューバの 2 ヵ国でスタートし、その後、ボリビア、ドミニカ、ニカラグアが加入。 
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III. 石油、その他の資源セクター 

 

1. PDVSAが石油事業関連投資を大幅増 

 

 1 月 21 日、エネルギー石油省のラミレス大臣は、2008 年度の PDVSA 予算について発表し、石

油関連事業に 156 億ドルを投資することを明らかにした。これは、前年予算の 100 億ドルから

56%増となる。 

  予算増額の中心は生産量の増加で、2012 年までに原油生産量を現在の 300 万 b/d 前後から

560 万 b/d にする計画。 

 2008 年度のベネズエラ国家予算の 37.6%は、石油収入が担う計画。 

 同大臣は、社会開発関連の分担金として 12 億ドルを PDVSA の予算に組み入れたことも明らか

にした。 

  PDVSA の 2007 年度の負債総額は 160 億ドルとなった模様で、前年度の 29 億ドルから大幅に増

加。ベネズエラ財政の PDVSA 依存傾向が更に強くなっていることが懸念されている。 

 

 

2． PDVSAがTotal、Statoilに 11 億ドルを補償 

 

 1 月 31 日、PDVSA はオリノコ超重質油鉱区における合弁プロジェクトの国有化をめぐる補償につ

き、PDVSA と Total、Statoil 2 社との間で合意が成立したと発表。 

  本合意内容は次の通り： 

(1) PDVSA は Total、Statoil に 11 億ドルを支払う。 

(2) Total、Statoil 両社は同プロジェクトに 1.3 億ドルを投入する。 

(3) Total は 7.35 億ドルを重油によって支払いを受ける。 

(4) Statoil は 2.35 億ドルを 2008 年 12 月末までに現金で支払いを受ける。 

 2007 年 5 月 1 日、Total、Statoiｌ両社はオリノコ超重質油プロジェクトの国営化に伴い新合弁体制

に移行した。新体制では、権益保有率は Statoil が 9.7%、Total が 30.3%、PDVSA が 60%.。 

 オリノコ超重質油鉱区での合弁プロジェクトは Sincor のほか Petrozuata、Cerro Negro, Hamaca

の計 4 プロジェクトから成り、新体制には Total、Statoil のほか BP 及び Chevron が引続き参加。

他方、ConocoPhillips と Exxon Mobil は撤退し、現在補償協議を継続中。 

    

以上 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

本レポートは発表時の最新情報に基づいて作成されておりますが、情報の正確性又は完全性を保証するものではあり

ません。また、レポートの内容は今後予告なしに変更されることがあります。予めご了承下さい。 
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